
 
 
 
 
 
 
       

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
   
 
 
 
  
 
 
 
 
   
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

指導の手だてと指導内容・方法 
 
 
 
 
 
 
 

アセスメントの実施 

特特殊殊音音節節のの読読みみがが苦苦手手なな児児童童のの指指導導((22))  

【指導開始時期の「読み」の様子（通級指導学級の様子から）】 
○ 促音、長音、拗音を含んだ単語が読めない。 
○ 音読では、語尾や文末の読み間違いがある。 
○ 音と文字がつながらない。 
○ 発音が不明瞭で何を話しているのか分からない。 

指導の成果（通級指導学級・在籍学級） 

特殊音節を含んだ言葉集め 

★在籍学級でも、通級指導学級での頑張りを褒めてもらうことで、これまで 

に増して、意欲的に学習に取り組めるようになってきました。 

指導目標と指導の手だて（個別指導計画の作成） 

【ポイント】 

・促音を含んだ単語の読み方を確認し、視覚化を

取り入れて 

「ねっこ」＝「●●●」 

のシールを貼りました。 

・読むときには動作化を取り入れ、 

「ねっこ」＝「×・×」 

と手を打って、読みを確認しました。 

※「×」は手を打つ。「・」 は手を打たずに握る。 

【ことばの木】 

◆特殊音節を含んだ言葉を探して、は

っぱカードに書き込んで貼り付け、

「ことばの木」を作りました。通級

指導学級教室で学んだ単語の読みを

基に、日常生活で使う言葉へと関心

を広げ、語彙を増やします。 

（
児
童
） 

短期個別指導計画 

連携型個別指導計画 

通級指導学級でのアセスメントの様
子や指導目標を在籍学級の担任に伝え
るとともに、「連携型個別指導計画」を
作成し、在籍学級でも「平仮名を習得
し、読める字を書けるようになる」との目
標を設定しました。このことにより、
対象児童が在籍学級においても個に応
じた指導を受けることができました。 

◆ＭＩＭの「ことば

絵カード」を使っ

て、復習をした

ところ、読める

単語が増えまし

た。 

◆ＭＩＭ—ＰＭのテストで

１０問正解できるよう

になりました。 

短期目標を達成したの

で、次の短期の指導目

標を 12 問正解に設定

します。 

 

「ことば絵カード」単語帳 

【MIM-PM の結果から】 
○ 特殊音節の読み書きや単語の意味理解が、学年相当の程度に至っ

ていないことが分かりました。 

※特殊音節が正確に読めていないことが明らかになりました。 

—３６— —３７— 

 

短期個別指導計画を作成し、短期的
な目標と手だてを設定しました。 
 
長期目標 
・促音、長音、拗音が正しく読める。 
短期目標 
・ＭＩＭ-ＰＭのテスト①で１０問正解
できるようになる。 

促音、長音、拗音を含んだ単語の読みの視覚化・動作化 

 
 
 
 
 
 
       

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
   
 
 
 
  
 
 
 
 
   
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

指導の手だてと指導内容・方法 
 
 
 
 
 
 
 

アセスメントの実施 

特特殊殊音音節節のの読読みみがが苦苦手手なな児児童童のの指指導導((22))  

【指導開始時期の「読み」の様子（通級指導学級の様子から）】 
○ 促音、長音、拗音を含んだ単語が読めない。 
○ 音読では、語尾や文末の読み間違いがある。 
○ 音と文字がつながらない。 
○ 発音が不明瞭で何を話しているのか分からない。 

指導の成果（通級指導学級・在籍学級） 

特殊音節を含んだ言葉集め 

★在籍学級でも、通級指導学級での頑張りを褒めてもらうことで、これまで 

に増して、意欲的に学習に取り組めるようになってきました。 

指導目標と指導の手だて（個別指導計画の作成） 

【ポイント】 

・促音を含んだ単語の読み方を確認し、視覚化を

取り入れて 

「ねっこ」＝「●●●」 

のシールを貼りました。 

・読むときには動作化を取り入れ、 

「ねっこ」＝「×・×」 

と手を打って、読みを確認しました。 

※「×」は手を打つ。「・」 は手を打たずに握る。 

【ことばの木】 

◆特殊音節を含んだ言葉を探して、は

っぱカードに書き込んで貼り付け、

「ことばの木」を作りました。通級

指導学級教室で学んだ単語の読みを

基に、日常生活で使う言葉へと関心

を広げ、語彙を増やします。 

（
児
童
） 

短期個別指導計画 

連携型個別指導計画 

通級指導学級でのアセスメントの様
子や指導目標を在籍学級の担任に伝え
るとともに、「連携型個別指導計画」を
作成し、在籍学級でも「平仮名を習得
し、読める字を書けるようになる」との目
標を設定しました。このことにより、
対象児童が在籍学級においても個に応
じた指導を受けることができました。 

◆ＭＩＭの「ことば

絵カード」を使っ

て、復習をした

ところ、読める

単語が増えまし

た。 

◆ＭＩＭ—ＰＭのテストで

１０問正解できるよう

になりました。 

短期目標を達成したの

で、次の短期の指導目

標を 12 問正解に設定

します。 

 

「ことば絵カード」単語帳 

【MIM-PM の結果から】 
○ 特殊音節の読み書きや単語の意味理解が、学年相当の程度に至っ

ていないことが分かりました。 

※特殊音節が正確に読めていないことが明らかになりました。 

—３６— —３７— 

 

短期個別指導計画を作成し、短期的
な目標と手だてを設定しました。 
 
長期目標 
・促音、長音、拗音が正しく読める。 
短期目標 
・ＭＩＭ-ＰＭのテスト①で１０問正解
できるようになる。 

促音、長音、拗音を含んだ単語の読みの視覚化・動作化 

－36－ －37－



 
 
 
 
 
 
       

                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
   
 
 
 
  
 
 
 
 
   
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1)漢字の間違いに気付き、「横棒が多い」等、言葉で説明をさせて線の数や交わりに 

気が付くように指導しました。 
 
(2)漢字の一部分を見て、一つの漢字を合成する指導をしました。 
 
(3)書いた漢字は例文を見て文の中で使えるように練習しました。 

漢字の間違い探し（指導内容・方法の工夫） 
 
 
 
 
 
 

  

アセスメントの実施 

★漢字の線の数や交わりに注意しながら、漢字が
書けるようになってきました。 

★正しく書ける漢字が増えてくると、自信をもって
書けるようになりました。 

◆ 漢字をよく見比べよう！ 
◆ 線の数や交わりを意識できるようになろう！ 
◆ 覚えた漢字を使ってみよう！ 

漢漢字字のの読読みみ書書ききがが苦苦手手なな児児童童のの指指導導((11))  

指導目標と指導の手だて 

指導の成果（通級指導学級・在籍学級） 

漢字を使った文作り 漢字の間違い探し 

◆細かい部分を意識して書けるよう、教材や指導

方法を工夫することにより、書くことへの意欲が

高まることが分かりました。 

「文字の読み書きチェックリスト」 

（通級指導学級版・通常の学級版の実施） 

【チェックリスト（案）の結果から】 

・独特の筆順である。 
・漢字の細かい部分を意識しない。

★漢字の間違い探し。 
★漢字の部分を見て書く。 
★覚えた漢字で文を作る。 

指導の手だて 

・漢字を正しく書くことを

優先しました。確実に書

けるようになってから、

書き順を練習するように

しました。 漢字の部分を見て書く 

★ 本児は、在籍学級でも、あらかじめ赤鉛筆で薄く下書きを
する支援を受けながら、漢字を書けるようになりました。 

★ 本児は、書き順を注意されることが
嫌で、漢字練習に意欲的に取り組む
ことができないでいました。 

「横棒」が一本多い。 
★ WISC-Ⅲの検査結果からは、「部分を見

て、全体像をイメージして組み立てる力が

弱い」ことも明らかになりました。 

—３８— —３９— 

 
 
 
 
 
 
       

                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
   
 
 
 
  
 
 
 
 
   
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1)漢字の間違いに気付き、「横棒が多い」等、言葉で説明をさせて線の数や交わりに 

気が付くように指導しました。 
 
(2)漢字の一部分を見て、一つの漢字を合成する指導をしました。 
 
(3)書いた漢字は例文を見て文の中で使えるように練習しました。 

漢字の間違い探し（指導内容・方法の工夫） 
 
 
 
 
 
 

  

アセスメントの実施 

★漢字の線の数や交わりに注意しながら、漢字が
書けるようになってきました。 

★正しく書ける漢字が増えてくると、自信をもって
書けるようになりました。 

◆ 漢字をよく見比べよう！ 
◆ 線の数や交わりを意識できるようになろう！ 
◆ 覚えた漢字を使ってみよう！ 

漢漢字字のの読読みみ書書ききがが苦苦手手なな児児童童のの指指導導((11))  

指導目標と指導の手だて 

指導の成果（通級指導学級・在籍学級） 

漢字を使った文作り 漢字の間違い探し 

◆細かい部分を意識して書けるよう、教材や指導

方法を工夫することにより、書くことへの意欲が

高まることが分かりました。 

「文字の読み書きチェックリスト」 

（通級指導学級版・通常の学級版の実施） 

【チェックリスト（案）の結果から】 

・独特の筆順である。 
・漢字の細かい部分を意識しない。

★漢字の間違い探し。 
★漢字の部分を見て書く。 
★覚えた漢字で文を作る。 

指導の手だて 

・漢字を正しく書くことを

優先しました。確実に書

けるようになってから、

書き順を練習するように

しました。 漢字の部分を見て書く 

★ 本児は、在籍学級でも、あらかじめ赤鉛筆で薄く下書きを
する支援を受けながら、漢字を書けるようになりました。 

★ 本児は、書き順を注意されることが
嫌で、漢字練習に意欲的に取り組む
ことができないでいました。 

「横棒」が一本多い。 
★ WISC-Ⅲの検査結果からは、「部分を見

て、全体像をイメージして組み立てる力が

弱い」ことも明らかになりました。 

—３８— —３９— 
－38－ －39－



 

◆漢字の読み書きが苦手な児童の指導について、以下の指導

目標を立て、 

「読み書き支援プログラム」 

を活用して学習に取り組みました。 
 
 
 
       

 

 
 
 
 
 
 
 
 
    
   
 
 
   
 
 
 

  
 
 
 
 
   
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（1）「単語をまとまりとして読む」得意な力を生かして、単語を見つ
け出す指導をしました。 

（2）漢字の意味を辞書で調べ、関係する絵を描くことで、漢字の意
味の理解を促しました。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

指導２ 漢字読みプリント言葉のワーク（指導内容・方法の工夫） 

★学年相当の漢字を読み書きできるようになろう！ 

★漢字の意味を調べて覚えよう！ 

漢漢字字のの読読みみ書書ききがが苦苦手手なな児児童童のの指指導導((22))  

指導目標と指導の手だて 

指導３ 漢字書きプリント言葉のワーク（指導内容・方法の工夫） 

「単語をまとまりと
して読む」という得意
な部分を生かして、単
語探しをしながら、漢
字を覚える学習をし
ました。 

視覚的な記憶の力を生かし、
漢字を書く指導を行いました。 

【指導の手だて（３つの学習）】 

１ 「漢字かるた」  

２ 「漢字読みプリント言葉のワーク」 

３ 「漢字書きプリント言葉のワーク」 

★少しずつ、読める漢字が増えてきました。 
★少しずつ、漢字の意味理解が進んできました。 

指導の成果

◆ 児童それぞれの得意な力に着目して教材を開発することが大切です。 

◆ 集中できる時間が短い児童には、短時間で終わる学習課題を組み合わせ、 

連続して行わせることで学習への意欲や集中力の向上が期待できます。 

指導１ 漢字かるた 

 

学習した漢字を使ってカルタを作

り、ゲームをします。 

 

 

—４０— —４１— 

 

学習した漢字を記録して、在籍学級

の担任に情報提供します。 

 

◆漢字の読み書きが苦手な児童の指導について、以下の指導

目標を立て、 

「読み書き支援プログラム」 

を活用して学習に取り組みました。 
 
 
 
       

 

 
 
 
 
 
 
 
 
    
   
 
 
   
 
 
 

  
 
 
 
 
   
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（1）「単語をまとまりとして読む」得意な力を生かして、単語を見つ
け出す指導をしました。 

（2）漢字の意味を辞書で調べ、関係する絵を描くことで、漢字の意
味の理解を促しました。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

指導２ 漢字読みプリント言葉のワーク（指導内容・方法の工夫） 

★学年相当の漢字を読み書きできるようになろう！ 

★漢字の意味を調べて覚えよう！ 

漢漢字字のの読読みみ書書ききがが苦苦手手なな児児童童のの指指導導((22))  

指導目標と指導の手だて 

指導３ 漢字書きプリント言葉のワーク（指導内容・方法の工夫） 

「単語をまとまりと
して読む」という得意
な部分を生かして、単
語探しをしながら、漢
字を覚える学習をし
ました。 

視覚的な記憶の力を生かし、
漢字を書く指導を行いました。 

【指導の手だて（３つの学習）】 

１ 「漢字かるた」  

２ 「漢字読みプリント言葉のワーク」 

３ 「漢字書きプリント言葉のワーク」 

★少しずつ、読める漢字が増えてきました。 
★少しずつ、漢字の意味理解が進んできました。 

指導の成果

◆ 児童それぞれの得意な力に着目して教材を開発することが大切です。 

◆ 集中できる時間が短い児童には、短時間で終わる学習課題を組み合わせ、 

連続して行わせることで学習への意欲や集中力の向上が期待できます。 

指導１ 漢字かるた 

 

学習した漢字を使ってカルタを作

り、ゲームをします。 

 

 

—４０— —４１— 

 

学習した漢字を記録して、在籍学級

の担任に情報提供します。 

－40－ －41－


